
チームイルカ（庄原市）

比和少年野球（庄原市）

ミスターＸ２（庄原市）

あさひスポーツクラブ（浜田市）

美異茄子（庄原市）

オリッ娘１号（広島市）

広島レッズ（広島市）

ＧＯ☆ＧＯ☆ＧＩＲＬ（広島市）

よっちゃん１号（庄原市）

赤い彗星（庄原市）

ベースボールアワー（庄原市）

島根木もれ陽Boys（浜田市）

優　勝

準優勝

第３位

一般の部 レディースの部 ジュニアの部

■大会結果

広報

“げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化都市

SHOBARA The Public Information Magazine

今月の主な内容
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白銀の世界が熱く盛り上がった2日間

　
２
月
４
日（
土
）・
５
日（
日
）の
２
日
間
、

第
９
回
広
島
県
雪
合
戦
大
会
が
高
野
ス
ポ

ー
ツ
広
場
で
開
催
さ
れ
、雪
合
戦
を
は
じ
め

イ
ベ
ン
ト
や
バ
ザ
ー
な
ど
大
勢
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、県
内
外
か
ら
97
チ
ー
ム
の
エ

ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、白
銀
の
中
で
熱
戦
を
展

開
。結
果
は
、一
般
の
部
で「
よ
っ
ち
ゃ
ん
１

号
」、レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
で「
美
異
茄
子
」が

２
連
覇
を
果
た
し
、国
際
大
会
へ
出
場
し
ま

し
た
。

　
今
大
会
は
、昨
年
末
の
記
録
的
な
豪
雪
に

よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、２
０
０

人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
や
２

０
０
社
を
超
え
る
協
賛
企
業
の
支
援
に
よ

り
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
な
お
来
年
は
、「
第
６
回
全
国
小
学
生
雪

合
戦
大
会
」を
庄
原
市
高
野
町
で
開
催
す
る

こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、「
雪
合
戦
の
ま
ち
」

と
し
て
全
国
へ
広
く
発
信
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

第9回広島県雪合戦大会

一般の部優勝の「よっちゃん1号」

セットポイント同数によるビクトリースロー 多くのギャラリーが集まった一般の部決勝戦

レディースの部優勝の「美異茄子」

コスチューム賞の「オメックス」

小さい春
　　み～つけた
(総領地域の自生地に咲く節分草)

2
4
5
6
8
9
10
11
14
20

■広島県大型観光キャンペーン実施中・・・・・・・・・・・

■楽笑座　一周年記念イベント開催・・・・・・・・・・・・・

■安心・安全な毎日のために・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■市民の皆さんが満足できる行政経営に向けて・・・

■県から市へ業務が移譲されます・・・・・・・・・・・・・・・

■2006年も庄原市カープ応援隊を継続・・・・・・・・・・・

■転入・転出に伴う届出をお忘れなく・・・・・・・・・・・・

■ぐるり庄原カメラレポート・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■第9回広島県雪合戦大会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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�
�
月
10
日�
金
��第
�
回
�
行
政
経
営
改
革
審
議
会
�
開
催
�
�

�
�
�
会
議
�
�
��
行
政
組
織
�
再
編
整
備
�
��
職
員
給
与
等
�
適

正
化
���
人
材
育
成
基
本
方
針
�
策
定
��
�
�10
�
審
議
項
目
�
�

�
�
基
本
方
針
�
案
�
�
提
案
�
説
明
�
行
�
�
�
�
�
�
審
議
�
行

�
�
�
�
�
�

＊会議の経過、資料等は、市ホームページに掲載しています。

ホームページアドレス　http://www.city.shobara.hiroshima.jp

3

1

回第 行政経営改革 審議会

【
提
案
事
項
】

行
政
組
織
の

再
編
整
備
に
つ
い
て

Vol.3■

■Vol.3

2
職
員
給
与
等
の

適
正
化
に
つ
い
て

　
関
連
業
務
の
統
合
や
一
元
化

等
に
努
め
、市
民
に
わ
か
り
や
す

い
組
織
へ
の
再
編
、
ま
た
、
職
員

定
数
の
削
減
を
前
提
と
し
て
、毎

年
度
、適
正
配
置
に
留
意
す
る
こ

と
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、「
組
織
を
細
分

化
せ
ず
大
課
制
を
採
用
し
、縦
割

り
行
政
の
改
善
を
」「
事
務
事
業

の
総
点
検
を
早
期
に
実
施
し
、適

正
な
行
政
組
織
を
」な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
庄
原
市
の
職
員
給
与
は
、県
内

市
の
中
で
低
水
準
に
あ
る
こ
と

を
説
明
し
、給
与
を
は
じ
め
と
す

る
人
事
行
政
の
運
営
状
況
の
公
表
、

人
事
評
価(
実
績
評
価)

に
基
づ
く

昇
給
及
び
勤
勉
手
当
支
給
の
制

度
化
を
提
案
し
ま
し
た
。「
市
職

員
給
与
は
、県
北
地
域
の
民
間
企

業
を
上
回
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。

民
間
レ
ベ
ル
と
の
比
較
検
討
も

必
要
で
は
な
い
か
」な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
体
の
奉
仕
者
と
い
う
性
質
、

公
務
員
と
し
て
の
意
識
高
揚
と

能
力
開
発
の
推
進
を
盛
り
込
ん

だ
人
材
育
成
基
本
方
針
の
策
定

に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。

　
職
員
が
能
力
や
適
性
を
最
大

限
に
発
揮
で
き
る
環
境
を
構
築
し
、

士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
人
事
評
価
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は「
人
事
評
価
を
行
う

者
の
評
価
・
研
修
も
必
要
で
あ
る
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
所
児
童
数
の
減
少
に
伴
う

統
合
と
、新
た
な
保
育
需
要
へ
対

応
す
る
た
め
の
指
定
管
理
者
制

度
へ
の
移
行
に
つ
い
て
提
案
し

ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は「
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
が
保
育
需
要
に
応
え
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
な
る
の
で
あ

れ
ば
、す
べ
て
の
保
育
所
を
対
象

に
し
て
は
ど
う
か
」な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
・
生
徒
の
減
少
に
伴
う
小

規
模
で
の
学
校
運
営
や
複
式
学

級
の
増
加
に
よ
っ
て
、集
団
生
活

の
適
応
能
力
等
へ
懸
念
が
生
じ

て
お
り
、社
会
性
・
協
調
性
・
豊
か

な
心
を
持
っ
た
児
童
の
育
成
を

図
る
た
め
、適
正
配
置
の
推
進
を

提
案
し
ま
し
た
。「
統
廃
合
は
、適

正
配
置
計
画
に
基
づ
い
て
推
進

さ
れ
た
い
」「
学
校
跡
地
の
利
活

用
に
つ
い
て
、自
治
振
興
区
等
へ

の
情
報
提
供
が
重
要
で
あ
る
」な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
旧
庄
原
市
の
取
り
組
み
を
基

本
と
し
て
、公
共
工
事
の
コ
ス
ト

縮
減
を
推
進
す
る
方
針
を
提
案

し
ま
し
た
。「
コ
ス
ト
縮
減
は
、入

札
制
度
の
改
革
が
重
要
で
あ
る
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
使
用
料
、手
数
料
、負
担
金
・
分

担
金
等
の
受
益
者
負
担
に
関
し
、

平
成
20
年
度
を
目
途
に
見
直
し

を
検
討
す
る
旨
を
提
案
し
ま
し
た
。

ま
た
、施
設
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、基
準
の
統
一
等
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
自
治
振
興
区
の
現
状
課
題
を

整
理
す
る
と
と
も
に
、行
政
の
総

合
支
援
体
制
の
整
備
、自
治
振
興

区
の
機
能
充
実
を
図
り
、協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。「
住
民

主
体
の
活
動
を
行
政
が
支
援
す

る
体
制
の
充
実
を
望
む
」な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、基
本
理
念
、市
民
・
議

会
・
行
政
の
責
任
と
役
割
、
行
政

運
営
の
あ
り
方
な
ど
、基
本
的
な

事
項
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。

5
保
育
所
の
適
正
配
置
と

民
営
化
の
推
進
に
つ
い
て

6
小
中
学
校
の

適
正
配
置
に
つ
い
て

7
公
共
工
事
の

コ
ス
ト
縮
減
に
つ
い
て

9
自
治
振
興
区
に
よ
る

地
域
運
営
及
び
行
政
と
の

協
働
の
推
進
に
つ
い
て

8
受
益
者
負
担
の

適
正
化
に
つ
い
て

10
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

（
仮
称
）の
制
定
に
つ
い
て

3
人
材
育
成
基
本
方
針

の
策
定
に
つ
い
て

4
人
事
評
価
制
度
の

導
入
に
つ
い
て

市
民
の
皆
さ
ん
が
満
足
で
き
る

行
政
経
営
に
向
け
て
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　地方分権が進展する中、住民に身近な行政サービス・事務は、住民に身近な市町村が担う
ことが求められています。これを受けて、県と各市町は協議会を設置し、現在、県からの事務
権限の移譲について項目・時期などを検討しています。
　庄原市では、当面４月から、次の事務が移譲されることとなりました。相談・申請にあたっ
てはお気をつけください。

分　　野 項　　目 内　　容 担当窓口（問い合わせ）

福　　祉

商　　工

都市整備

農　　林

障害者福祉に関する事
務

身体障害者相談員及び知的障害者相談員
の設置

社会福祉課生活福祉係
電話：0824－73－1166
Fax：0824－72－7939

児童福祉課児童福祉係
電話：0824－73－1192
Fax：0824－75－0195

商工観光課商工振興係
電話：0824－73－1179
Fax：0824－72－0075

都市整備課建築係
電話：0824－73－1151
Fax：0824－73－1241

都市整備課市街地整備係
電話：0824－73－1173
Fax：0824－73－1241

都市整備課管理係
電話：0824－73－1172
Fax：0824－73－1241

心身障害者扶養共済制度に関する申請書・
請求書等の受付など

図書類・がん具刃物類の販売・貸付けのた
めの自動販売機・自動貸出機の設置届の
受付、立入調査など

商工会議所法に基づく定款変更の認可、
負担金賦課の許可など

風致地区内における建築物の新築、宅地
造成、木竹伐採、土石採取の許可など

事業を施行する個人、組合の事業計画等
の認可など

土地売買等の届出受付、意見書作成など

大規模行為届出対象地域での大規模行為
等の届出受付など

個人施行者の施行、組合設立の認可など

商工会法に基づく設立の認可、定款変更
の認可など

工場立地法に基づく特定工場の新設届、
変更届、地位承継届の受付など

青少年の育成に関する
事務

商工業に関する事務

風致地区内の建築物等
の規制に関する事務

景観の保全に関する事
務

国土利用計画に関する
事務

農林振興課振興係
電話：0824－73－1132
Fax：0824－73－1241

入会林野整備計画の認可など

持続性の高い農業生産方式の導入計画（エ
コファーマー）の認定申請書の受付

入会林野整備に関する
事務

農業委員会事務局
電話：0824－73－1133
Fax：0824－73－1241

農林振興課振興係
電話：0824－73－1132
Fax：0824－73－1241

農地等の所有権等の権利移動許可、農地
転用許可、農地等の賃貸借の解約等の許可、
農地転用許可証明書の交付など

※証明書の交付については、これま
で市で取り扱っていたものを含め、
４月から有料化とする予定です。

農地法に関する事務

環境保全型農業の推進
に関する事務

市街地再開発事業に関
する事務

土地区画整理事業に関
する事務

企画課企画調整係　鈎0824－73－1128

県から市へ業務が移譲されます平成18年
4月から

�
�
�
�
年
も
庄
原
市

カ
ー
プ
応
援
隊
を
継
続

協
力

 

会
員

を

募
集
！

　
庄
原
市
カ
ー
プ
応
援
隊
は
、平
成

17
年
３
月
に
庄
原
市
、庄
原
観
光
協

会
、庄
原
商
工
会
議
所
と
庄
原
郷
心

会
の
呼
び
か
け
で
、郷
土
の
球
団
広

島
東
洋
カ
ー
プ
を
盛
り
立
て
る
と

と
も
に
、新
庄
原
市
を
県
内
外
へ
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
０
５
年
シ
ー
ズ
ン
は
、広
島

市
民
球
場
で
の
カ
ー
プ
主
催
公
式

戦
67
試
合
へ
市
民
の
参
加
を
募
り
、

延
べ
１
、６
７
５
人
の
市
民
の
方
が

参
加
。皆
さ
ん
か
ら
は
、「
隣
に
座
っ

た
人
も
同
じ
庄
原
市
民
、連
帯
感
を

感
じ
た
」、「
安
い
料
金
の
上
、最
後

ま
で
試
合
を
見
る
こ
と
が
で
き
て

最
高
だ
っ
た
」な
ど
好
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
庄
原
市
カ
ー
プ

応
援
隊
実
行
委
員
会
で
は
、２
０
０

６
年
シ
ー
ズ
ン
も
カ
ー
プ
応
援
隊

を
継
続
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
庄
原
市
カ
ー
プ
応
援
隊

で
は
、各
種
団
体
の
協
力
を
得
て
、

広
島
市
民
球
場
外
野
シ
ー
ト
40
席

を
確
保
し
ま
し
た
。２
０
０
６
年

の
カ
ー
プ
応
援
隊
で
は
、昨
年
協

力
い
た
だ
い
た
団
体
に
加
え
、市

内
の
企
業
・
事
業
所
の
方
や
市
民

の
方
に
も
企
業
会
員
・
個
人
会
員

と
な
っ
て
も
ら
い
、カ
ー
プ
応
援

隊
を
構
成
す
る
よ
う
考
え
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
も
、カ
ー
プ
応
援
隊
の

協
力
会
員
に
な
っ
て
、広
島
市
民

球
場
で
広
島
カ
ー
プ
を
応
援
し
ま

し
ょ
う
！
協
力
会
員
募
集
の
詳
細

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
個
人
会
員
の
協
力
金

　
１
口
　
１
０
、０
０
０
円

■
企
業
会
員
の
協
力
金

　
１
口
　
４
０
、０
０
０
円

※
カ
ー
プ
応
援
隊
試
合
観
戦
の
参
加

費
は
別
途
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

■
企
業
会
員
の
特
典

　
カ
ー
プ
応
援
隊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
企
業
名
、事
業
所
名
を
掲
載
し

ま
す
。

■
個
人
会
員
の
特
典

　
広
島
カ
ー
プ
の
選
手
サ
イ
ン
ボ

ー
ル
を
１
口
に
対
し
て
１
個
プ
レ

ゼ
ン
ト

■
申
込
方
法

　
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
庄
原
市
カ
ー
プ
応
援
隊
事
務
局

　
庄
原
観
光
協
会（
庄
原
商
工
会

議
所
内
）

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
０
６
０
２

た
だ
い
ま
協
力

会
員
を
募
集
中

バックスクリーンで庄原の情報を発信カープ応援隊への感謝を伝えに来庁されたブラウン監督（写真右）
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　地方分権が進展する中、住民に身近な行政サービス・事務は、住民に身近な市町村が担う
ことが求められています。これを受けて、県と各市町は協議会を設置し、現在、県からの事務
権限の移譲について項目・時期などを検討しています。
　庄原市では、当面４月から、次の事務が移譲されることとなりました。相談・申請にあたっ
てはお気をつけください。

分　　野 項　　目 内　　容 担当窓口（問い合わせ）

福　　祉

商　　工

都市整備

農　　林

障害者福祉に関する事
務

身体障害者相談員及び知的障害者相談員
の設置

社会福祉課生活福祉係
電話：0824－73－1166
Fax：0824－72－7939

児童福祉課児童福祉係
電話：0824－73－1192
Fax：0824－75－0195

商工観光課商工振興係
電話：0824－73－1179
Fax：0824－72－0075

都市整備課建築係
電話：0824－73－1151
Fax：0824－73－1241

都市整備課市街地整備係
電話：0824－73－1173
Fax：0824－73－1241

都市整備課管理係
電話：0824－73－1172
Fax：0824－73－1241

心身障害者扶養共済制度に関する申請書・
請求書等の受付など

図書類・がん具刃物類の販売・貸付けのた
めの自動販売機・自動貸出機の設置届の
受付、立入調査など

商工会議所法に基づく定款変更の認可、
負担金賦課の許可など

風致地区内における建築物の新築、宅地
造成、木竹伐採、土石採取の許可など

事業を施行する個人、組合の事業計画等
の認可など

土地売買等の届出受付、意見書作成など

大規模行為届出対象地域での大規模行為
等の届出受付など

個人施行者の施行、組合設立の認可など

商工会法に基づく設立の認可、定款変更
の認可など

工場立地法に基づく特定工場の新設届、
変更届、地位承継届の受付など

青少年の育成に関する
事務

商工業に関する事務

風致地区内の建築物等
の規制に関する事務

景観の保全に関する事
務

国土利用計画に関する
事務

農林振興課振興係
電話：0824－73－1132
Fax：0824－73－1241

入会林野整備計画の認可など

持続性の高い農業生産方式の導入計画（エ
コファーマー）の認定申請書の受付

入会林野整備に関する
事務

農業委員会事務局
電話：0824－73－1133
Fax：0824－73－1241

農林振興課振興係
電話：0824－73－1132
Fax：0824－73－1241

農地等の所有権等の権利移動許可、農地
転用許可、農地等の賃貸借の解約等の許可、
農地転用許可証明書の交付など

※証明書の交付については、これま
で市で取り扱っていたものを含め、
４月から有料化とする予定です。

農地法に関する事務

環境保全型農業の推進
に関する事務

市街地再開発事業に関
する事務

土地区画整理事業に関
する事務

企画課企画調整係　鈎0824－73－1128

県から市へ業務が移譲されます平成18年
4月から

�
�
�
�
年
も
庄
原
市

カ
ー
プ
応
援
隊
を
継
続

協
力

 

会
員

を

募
集
！

　
庄
原
市
カ
ー
プ
応
援
隊
は
、平
成

17
年
３
月
に
庄
原
市
、庄
原
観
光
協

会
、庄
原
商
工
会
議
所
と
庄
原
郷
心

会
の
呼
び
か
け
で
、郷
土
の
球
団
広

島
東
洋
カ
ー
プ
を
盛
り
立
て
る
と

と
も
に
、新
庄
原
市
を
県
内
外
へ
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
０
５
年
シ
ー
ズ
ン
は
、広
島

市
民
球
場
で
の
カ
ー
プ
主
催
公
式

戦
67
試
合
へ
市
民
の
参
加
を
募
り
、

延
べ
１
、６
７
５
人
の
市
民
の
方
が

参
加
。皆
さ
ん
か
ら
は
、「
隣
に
座
っ

た
人
も
同
じ
庄
原
市
民
、連
帯
感
を

感
じ
た
」、「
安
い
料
金
の
上
、最
後

ま
で
試
合
を
見
る
こ
と
が
で
き
て

最
高
だ
っ
た
」な
ど
好
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
庄
原
市
カ
ー
プ

応
援
隊
実
行
委
員
会
で
は
、２
０
０

６
年
シ
ー
ズ
ン
も
カ
ー
プ
応
援
隊

を
継
続
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
庄
原
市
カ
ー
プ
応
援
隊

で
は
、各
種
団
体
の
協
力
を
得
て
、

広
島
市
民
球
場
外
野
シ
ー
ト
40
席

を
確
保
し
ま
し
た
。２
０
０
６
年

の
カ
ー
プ
応
援
隊
で
は
、昨
年
協

力
い
た
だ
い
た
団
体
に
加
え
、市

内
の
企
業
・
事
業
所
の
方
や
市
民

の
方
に
も
企
業
会
員
・
個
人
会
員

と
な
っ
て
も
ら
い
、カ
ー
プ
応
援

隊
を
構
成
す
る
よ
う
考
え
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
も
、カ
ー
プ
応
援
隊
の

協
力
会
員
に
な
っ
て
、広
島
市
民

球
場
で
広
島
カ
ー
プ
を
応
援
し
ま

し
ょ
う
！
協
力
会
員
募
集
の
詳
細

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
個
人
会
員
の
協
力
金

　
１
口
　
１
０
、０
０
０
円

■
企
業
会
員
の
協
力
金

　
１
口
　
４
０
、０
０
０
円

※
カ
ー
プ
応
援
隊
試
合
観
戦
の
参
加

費
は
別
途
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

■
企
業
会
員
の
特
典

　
カ
ー
プ
応
援
隊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
企
業
名
、事
業
所
名
を
掲
載
し

ま
す
。

■
個
人
会
員
の
特
典

　
広
島
カ
ー
プ
の
選
手
サ
イ
ン
ボ

ー
ル
を
１
口
に
対
し
て
１
個
プ
レ

ゼ
ン
ト

■
申
込
方
法

　
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
庄
原
市
カ
ー
プ
応
援
隊
事
務
局

　
庄
原
観
光
協
会（
庄
原
商
工
会

議
所
内
）

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
０
６
０
２

た
だ
い
ま
協
力

会
員
を
募
集
中

バックスクリーンで庄原の情報を発信カープ応援隊への感謝を伝えに来庁されたブラウン監督（写真右）
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　３月から４月は、進学や就職、転勤などで住所を変更される方が多くなります。住所を変更される際には、表のよ

うな届出が必要になりますので、転入・転出される際には忘れないようにお願いします。

　また、市では昨年10月から、転入・転出などの住民異動届の際に、本人確認を行っています。届出人は原則、本人お

よび世帯主であり、代理人による届出には、委任状が必要になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

戸籍の届出にはさまざまな種類がありますが、特に出生・死

亡は届出が多くあります。ここでは、出生・死亡届出について

その一部を紹介します。

市民生活課戸籍住民係　鈎0824－73－1157
西 城 支 所 市 民 課　鈎0824－82－2124
東 城 支 所 市 民 課　鈎08477－2－5126
口 和 支 所 市 民 課　鈎0824－87－2112

高野支所市民課　鈎0824－86－2115
比和支所市民課　鈎0824－85－3001
総領支所市民課　鈎0824－88－3063

転入・転出に伴う
届出をお忘れなく

問い合わせ

出生・死亡届出の手続き

●
自
治
振
興
課
自
治
振
興
係
　
鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
２
０
９

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
備
品
整
備

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て

届　出 届出期間・届出に必要なもの その他の手続き（該当者のみ）

届　出 届出期間・届出に必要なもの その他の手続き（該当者のみ）

転入届

転出届

転入した日から14日以内

・届出人の印鑑

・届出人の身分証明書

・転出証明書（前住所地の

　市区町村の発行したもの）

転出予定日の14日前より受付

・届出人の印鑑

・届出人の身分証明書

・国民健康保険の保険証

　（該当者のみ）

国民健康保険、国民年金、老人保健、老人医療費助成（※1）、

児童手当（※2）、児童扶養手当（※2）、特別児童扶養手当（※2）、

乳幼児医療費助成（※2）、ひとり親家庭医療費助成（※3）、身

体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、重度心

身障害者医療（※2）、介護保険、母子手帳（受診票）、公立小中

学校への入学手続き、水道・下水道等

※1：市・県民税の課税証明を持参してください。

※2：所得証明書（控除内訳がわかるもの）が必要になります

ので、転入前の市町村で取得してください。

※3：所得税の非課税証明を持参してください。

国民健康保険等各種資格証の返却

児童手当、児童扶養手当、乳幼児医療費助成

ひとり親家庭等医療費助成、身体障害者手帳、

老人保健、介護保険

水道・下水道等

●転出先で所得証明書が必要になる場合があります。

転居届 市内で住所を移した日から

14日以内

・届出人の印鑑

・届出人の身分証明書

・国民健康保険の保険証

　（該当者のみ）

・介護保険の保険証

　（該当者のみ）

・老人医療受給者証

　（受給者のみ）

国民健康保険等各種資格証の住所の変更を行います。

水道・下水道など

出生届

死亡届

生まれた日から起算して14日以内

・出生届書（出生証明書）

・届出人の印鑑

・母子健康手帳

・国民健康保険の保険証

　（該当者のみ）

死亡の日を知った日から７日以内

・死亡届書（死亡診断書）

・届出人の印鑑

・斎場使用料

児童手当

（申請者の健康保険証・印鑑・申請者名義の金融機関名と

口座番号の分かるもの。ただし郵便局を除く）

乳幼児医療費助成　

庄原市出産祝い金、チャイルドシート購入助成

（印鑑、申請者名義の金融機関名と口座番号の分かるもの。

ただし郵便局を除く）

国民健康保険等各種資格証の返却

葬祭費の申請（国民健康保険加入者のみ）

国民年金

原爆手帳の返却及び葬祭費の申請

身体障害者手帳の返却

児童手当

　
庄
原
市
内
の
自
治
振
興
区
な
ど
が
、

（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
平
成
17

年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の

助
成
を
受
け
て
、除
雪
機
や
テ
ン
ト
、

発
電
機
、太
鼓
な
ど
を
購
入
し
ま
し

た（
詳
細
は
下
表
の
と
お
り
）。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
、

同
セ
ン
タ
ー
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
と
宝
く
じ
の
普
及
広

報
の
た
め
、宝
く
じ
の
財
源
を
基
に
、

一
定
基
準
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
対
し
て
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

　
西
城
地
域
の
自
治
振
興
区
と
総

領
支
所
で
は
、除
雪
機
を
購
入
し
、こ

の
度
の
大
雪
に
よ
る
被
害
防
止
の

た
め
、高
齢
者
世
帯
や
生
活
道
の
除

雪
を
行
う
な
ど
、地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
て
地
域
活
動
の
充
実
に
努

め
て
い
ま
す
。

■採択事業一覧

実施団体名

比和町
郷土芸能振興会

総領町（総領支所）

さんわむら（西城）

入江自治区（西城）

今櫛会（西城）

平子自治振興会
（西城）

1,052,310

2,509,990

2,509,800

2,399,700

1,560,000

1,899,975

1,000,000

2,500,000

2,500,000

2,300,000

1,500,000

1,800,000

櫓・小太鼓

除雪機・アルミブリッジ

除雪機・発電機・テント・

パソコン・プリンター・

デジタルカメラ

除雪機・テント

除雪機

除雪機

整備備品 事業費（円） 助成額（円）

除雪機の操作説明を聞く自治振興区の皆さん
（平子自治振興区）
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広島県大型観光
キャンペーン実施中

観光で地域を活性化

商工観光課観光交流係　鈎0824－73－1178

　
先
月
も
お
伝
え
し
た
と
お
り
、最
近
の
観
光
は
、「
見
学
型
」か
ら「
体
験
型
」へ
と
変
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。体
験
型
観
光
で
は
、そ
の
内
容
に
加
え
て
、地
域
の
〝
人
々
の
魅
力
〟
が
カ
ギ
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、市
内
で
体
験
型
観
光
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
比
和
町
の「
越
原
み
こ

と
会
」を
紹
介
し
ま
す
。

新
た
な
観
光
ニ
ー
ズ

千
鳥
別
尺
地
区
の

お
も
て
な
し

東城
地域

Vol.8

　
越
原
地
域
は
比
婆
山
の
ふ
も
と
に
位
置
し
、

そ
の
地
名
は
比
婆
山
伝
説
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

越
原
み
こ
と
会
で
は
、古
く
か
ら
伝
わ
る
地
域

の
習
慣
や
言
い
伝
え
、地
元
で
と
れ
た
山
菜
や

野
菜
な
ど
、地
元
の
特
色
を
活
か
し
た
四
季
折
々

の『
田
舎
体
験
交
流
会
』を
開
催
し
、都
市
部
か

ら
も
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

　
体
験
交
流
会
は
、比
婆
山
や
吾
妻
山
の
ふ
も

と
で
育
ま
れ
て
き
た
歴
史
、食
文
化
や
技
能
な

ど
を
う
ま
く
取
り
入
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、

そ
の
内
容
は

春
…
野
草
を
い
れ
た
餅
つ
き
・
山
菜
を
食
べ
る

夏
…
ハ
ン
ゲ
の
ち
ま
き
作
り
体
験
、比
婆
山
神

話
め
ぐ
り

秋
…
吾
妻
山
の
黒
滝
と
大
文
字
草
を
み
よ
う

冬
…
昔
な
が
ら
の
焼
き
ト
ウ
フ
作
り
、比
婆
山

神
話
道
の
あ
か
り（
手
づ
く
り
の
ウ
ッ
ド
キ
ャ

ン
ド
ル
を
灯
し
ま
す
）、ひ
ざ
ぬ
り(

水
難
よ
け
の

餅)

と
し
め
縄
作
り

な
ど
が
あ
り
、こ
の
他
に
も
、休
暇
村
吾
妻
山
・

比
婆
斎
庭
神
楽
保
存
会
な
ど
と
共
同
で「
比
婆

斎
庭
神
楽
の
舞
い
」な
ど
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
に
つ
い
て
メ
ン
バ
ー
の
方
か
ら
は
、「
参

加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
地
域
の
魅
力
を
掘
り

起
こ
し
、交
流
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
何
よ
り

楽
し
い
」と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。ふ
れ
あ
い

を
大
切
に
し
、参
加
者
と
一
緒
に『
五
感
』で
楽

し
め
る
比
和
町
越
原
地
域
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

越
原
み
こ
と
会
ホ
ー
ム
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ー
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の
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を
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東
城
地
域
の
北
部
に
、県
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
昔
か
ら
守
り
続
け
て
い
る

地
域
が
あ
り
ま
す
。こ
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
咲
く
頃
に

は
、田
ん
ぼ
の
間
の
道
が
渋
滞
す
る
ほ
ど
多
く
の
人

が
訪
れ
ま
す
。

訪
れ
る
人
を
迎
え
て
く
れ
る
の
は
、「
別
尺
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
を
守
る
会
」の
皆
さ
ん
。

　
守
る
会
の
皆
さ
ん
は
、私
有
地
に
駐
車
場
や
休
憩

所
、ト
イ
レ
を
整
備
し
、渋
滞
緩
和
の
た
め
に
迂
回

路
も
整
え
ら
れ
ま
し
た
。桜
が
満
開
と
な
っ
た
休
日

に
は
、子
ど
も
た
ち
に
よ
る
無
料
の
抹
茶
の
接
待
も
。

「
こ
の
子
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
時
、地
元
を
誇
り

に
思
っ
て
ほ
し
い
。そ
ん
な
願
い
も
込
め
て
」と
会

長
の
須
田
逸
夫
さ
ん
。

　
付
近
に
食
事
処
が
な
い
た
め
、そ
の
日
は
バ
ザ
ー

も
行
わ
れ
ま
す
。訪
れ
る
人
は
毎
年
増
え
、今
で
は

「
別
尺
地
区
の
人
た
ち
が
い
る
か
ら
今
年
も
見
に
来

た
ん
よ
」と
話
す
人
も
い
る
ほ
ど
。ぜ
ひ
一
度
、千
鳥

別
尺
地
区
を

訪
ね
て
み
て

く
だ
さ
い
。

和服の子どもたちが抹茶のおもてなしをしてくれます

開花情報などの問い合わせは…

東城支所地域振興課

鈎08477－2－5211
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の
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や
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と
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ォ
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を
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に
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催
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ま

す
。

　
春
の
花
が
咲
く
丘
陵
公
園
で
、

写
真
や
神
楽
、ふ
る
さ
と
の「
味
」

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。た
く
さ
ん

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
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い
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す
。
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・
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。
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一周年記念イベント開催
　庄原市街地のにぎわい創出のためにオープンした「楽

笑座」は、3月19日で1周年を迎えます。これまで、食事

やイベントなどで多くの人にご利用いただき、ありが

とうございました。

　多くの皆さんに感謝の気持ちを込めて、楽笑座では

1周年記念イベントを開催します。ぜひお越しください。

◆餅つきと餅まき（10時～12時）

　みんなでお餅をついて、おみくじ付きのお餅

をまきます。また、柳の枝に紅白の餅を飾る餅

花づくりも行います。

◆祝！卒業ライブ（13時～16時）

　今年卒業する地元中学生・高校生のアマチュ

アバンド5組が参加します。生演奏をお楽しみ

ください。

◆みんなで歌おう 庄原のど自慢大会（19時～21時）

　抽選で選ばれた30人の皆さんが、自慢の歌

声を披露します。

◆季節の「味」（10時～13時）

　会場では、ばら寿司やお餅など、ひな祭りに

ちなんだ「味」が用意されます。お楽しみに。

と　き  3月19日（日）  10時～
ところ  楽笑座（西本町）

内容

交流サロンラッキー問い合わせ

鈎0824－72－0075

山菜交流会

多くの人でにぎわった｢百万両のお雑煮＆シシ鍋｣（1月9日）

ちまき作り体験‥

楽笑座
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広島県大型観光
キャンペーン実施中

観光で地域を活性化

商工観光課観光交流係　鈎0824－73－1178

　
先
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も
お
伝
え
し
た
と
お
り
、最
近
の
観
光
は
、「
見
学
型
」か
ら「
体
験
型
」へ
と
変
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。体
験
型
観
光
で
は
、そ
の
内
容
に
加
え
て
、地
域
の
〝
人
々
の
魅
力
〟
が
カ
ギ
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、市
内
で
体
験
型
観
光
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
比
和
町
の「
越
原
み
こ

と
会
」を
紹
介
し
ま
す
。

新
た
な
観
光
ニ
ー
ズ

千
鳥
別
尺
地
区
の

お
も
て
な
し

東城
地域

Vol.8

　
越
原
地
域
は
比
婆
山
の
ふ
も
と
に
位
置
し
、

そ
の
地
名
は
比
婆
山
伝
説
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

越
原
み
こ
と
会
で
は
、古
く
か
ら
伝
わ
る
地
域

の
習
慣
や
言
い
伝
え
、地
元
で
と
れ
た
山
菜
や

野
菜
な
ど
、地
元
の
特
色
を
活
か
し
た
四
季
折
々

の『
田
舎
体
験
交
流
会
』を
開
催
し
、都
市
部
か

ら
も
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

　
体
験
交
流
会
は
、比
婆
山
や
吾
妻
山
の
ふ
も

と
で
育
ま
れ
て
き
た
歴
史
、食
文
化
や
技
能
な

ど
を
う
ま
く
取
り
入
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、

そ
の
内
容
は

春
…
野
草
を
い
れ
た
餅
つ
き
・
山
菜
を
食
べ
る

夏
…
ハ
ン
ゲ
の
ち
ま
き
作
り
体
験
、比
婆
山
神

話
め
ぐ
り

秋
…
吾
妻
山
の
黒
滝
と
大
文
字
草
を
み
よ
う

冬
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昔
な
が
ら
の
焼
き
ト
ウ
フ
作
り
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婆
山

神
話
道
の
あ
か
り（
手
づ
く
り
の
ウ
ッ
ド
キ
ャ

ン
ド
ル
を
灯
し
ま
す
）、ひ
ざ
ぬ
り(

水
難
よ
け
の

餅)

と
し
め
縄
作
り

な
ど
が
あ
り
、こ
の
他
に
も
、休
暇
村
吾
妻
山
・

比
婆
斎
庭
神
楽
保
存
会
な
ど
と
共
同
で「
比
婆

斎
庭
神
楽
の
舞
い
」な
ど
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
に
つ
い
て
メ
ン
バ
ー
の
方
か
ら
は
、「
参

加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
地
域
の
魅
力
を
掘
り

起
こ
し
、交
流
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
何
よ
り

楽
し
い
」と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。ふ
れ
あ
い

を
大
切
に
し
、参
加
者
と
一
緒
に『
五
感
』で
楽

し
め
る
比
和
町
越
原
地
域
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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に
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の
天
然
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物
に
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ヤ
マ
ザ
ク
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を
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ら
守
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け
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る
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が
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す
。こ
の
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マ
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ク
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が
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く
頃
に

は
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ん
ぼ
の
間
の
道
が
渋
滞
す
る
ほ
ど
多
く
の
人

が
訪
れ
ま
す
。

訪
れ
る
人
を
迎
え
て
く
れ
る
の
は
、「
別
尺
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
を
守
る
会
」の
皆
さ
ん
。

　
守
る
会
の
皆
さ
ん
は
、私
有
地
に
駐
車
場
や
休
憩

所
、ト
イ
レ
を
整
備
し
、渋
滞
緩
和
の
た
め
に
迂
回

路
も
整
え
ら
れ
ま
し
た
。桜
が
満
開
と
な
っ
た
休
日

に
は
、子
ど
も
た
ち
に
よ
る
無
料
の
抹
茶
の
接
待
も
。

「
こ
の
子
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
時
、地
元
を
誇
り

に
思
っ
て
ほ
し
い
。そ
ん
な
願
い
も
込
め
て
」と
会

長
の
須
田
逸
夫
さ
ん
。

　
付
近
に
食
事
処
が
な
い
た
め
、そ
の
日
は
バ
ザ
ー

も
行
わ
れ
ま
す
。訪
れ
る
人
は
毎
年
増
え
、今
で
は

「
別
尺
地
区
の
人
た
ち
が
い
る
か
ら
今
年
も
見
に
来

た
ん
よ
」と
話
す
人
も
い
る
ほ
ど
。ぜ
ひ
一
度
、千
鳥

別
尺
地
区
を

訪
ね
て
み
て

く
だ
さ
い
。

和服の子どもたちが抹茶のおもてなしをしてくれます

開花情報などの問い合わせは…

東城支所地域振興課
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・
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し
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お
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を
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後
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を
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一周年記念イベント開催
　庄原市街地のにぎわい創出のためにオープンした「楽

笑座」は、3月19日で1周年を迎えます。これまで、食事

やイベントなどで多くの人にご利用いただき、ありが

とうございました。

　多くの皆さんに感謝の気持ちを込めて、楽笑座では

1周年記念イベントを開催します。ぜひお越しください。

◆餅つきと餅まき（10時～12時）

　みんなでお餅をついて、おみくじ付きのお餅

をまきます。また、柳の枝に紅白の餅を飾る餅

花づくりも行います。

◆祝！卒業ライブ（13時～16時）

　今年卒業する地元中学生・高校生のアマチュ

アバンド5組が参加します。生演奏をお楽しみ

ください。

◆みんなで歌おう 庄原のど自慢大会（19時～21時）

　抽選で選ばれた30人の皆さんが、自慢の歌

声を披露します。

◆季節の「味」（10時～13時）

　会場では、ばら寿司やお餅など、ひな祭りに

ちなんだ「味」が用意されます。お楽しみに。

と　き  3月19日（日）  10時～
ところ  楽笑座（西本町）

内容

交流サロンラッキー問い合わせ

鈎0824－72－0075

山菜交流会

多くの人でにぎわった｢百万両のお雑煮＆シシ鍋｣（1月9日）

ちまき作り体験‥

楽笑座
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振
り
込
め
詐
欺
と
は
、「
オ
レ
オ

レ
詐
欺
」・「
架
空
請
求
詐
欺
」・「
融

資
保
証
金
詐
欺
」の
総
称
で
あ
り
、

中
で
も「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」は
、年
々

複
雑
・
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
、電
話
を
利
用
し
て
息

子
や
孫
な
ど
を
装
い
現
金
を
振

り
込
ま
せ
る
方
法
が
典
型
的
で

し
た
が
、最
近
で
は
、交
通
事
故
の

示
談
金
な
ど
を
名
目
に
、警
察
官

や
弁
護
士
、保
険
会
社
関
係
者
な

ど
に
な
り
す
ま
し
現
金
を
振
り

込
ま
せ
た
り
、暴
力
団
を
か
た
っ

て
監
禁
を
装
う
な
ど
、手
口
が
一

段
と
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
学
校
職
員
の
母
親
に
、教
育
委

員
会
を
名
乗
る
人
物
か
ら
、「
お
宅

の
先
生
が
学
校
で
生
徒
に
怪
我

を
さ
せ
、示
談
で
す
ま
せ
た
い
」と

い
う
内
容
の
電
話
が
入
り
、警
察

官
、弁
護
士
、校
長
、本
人
を
名
乗

る
人
物
が
次
々
と
電
話
に
出
て

話
を
し
て
、最
後
に
、「
示
談
金
と

し
て
１
９
５
万
円
を
用
意
し
て
、

指
定
す
る
場
所
に
持
っ
て
き
て

ほ
し
い
。こ
の
こ
と
は
、だ
れ
に
も

言
っ
て
は
い
け
な
い
。一
時
半
ま

で
に
用
意
を
し
て
く
れ
」と
指
示

す
る
内
容
で
し
た
。

　
こ
の
事
例
で
は
、職
員
の
母
親

が
家
を
出
ら
れ
な
い
旨
を
伝
え

た
と
こ
ろ
で
電
話
が
切
れ
た
た
め
、

実
際
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
詐
欺
に
つ
い
て
分
か
っ
て
い

て
も
、身
内
の
交
通
事
故
な
ど
と

い
う
話
を
聞
い
て
し
ま
う
と
、混

乱
し
て
信
じ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
だ
ま
さ
れ
て
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
は
、普
段
か
ら
、家
族
の

行
先
や
連
絡
先
を
把
握
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。ま
た
、電
話

で「
す
ぐ
に
大
金
が
必
要
、人
に
話

し
て
は
い
け
な
い
」と
い
っ
た
話

が
あ
っ
た
場
合
は
、ま
ず
疑
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
電
話
を
一
度
切
っ
て
か
ら
、必

ず
、本
人
や
そ
の
家
族
や
勤
務
先

と
連
絡
を
取
っ
て
、事
実
か
ど
う

か
確
認
し
、一
人
で
判
断
せ
ず
、家

族
や
警
察
に
相
談
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
４

庄
原
市
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
２
２
８

声
掛
け
で
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
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全国での活躍を期待

全国大会へ県代表として２選手が出場

スポーツを通じた元気で明るい地域づくりを

庄原さくらスポーツクラブが発足
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庄原
地域

スクープ

　2月19日（日）から群馬県で開催された国民体育大会冬

季大会スキー競技会に、庄原市から坪田泰江さん（東城町）

と髙橋綾菜さん（西城町）が、県代表として出場されました。

　2月13日（月）には壮行式が行われ、市や体育協会など関

係者が出席し、出場する2人を激励。決意表明をした坪田

さんからは、「日々トレーニングを重ねてきました。大会

では、庄原市民の代表として精一杯滑りたい」と力強い言

葉が聞かれました。また髙橋さんは、3月23日（木）から北

海道で開催される全国高等学校選抜スキー大会にも出場

されます。おめでとうございます。

安
心
　
　

安
全
な
毎
日
の
た
め
に

＆

防
犯
編

身
近
に
潜
む「
振
り
込
め
詐
欺
」の
危
険

く ら し と 契 約

出場されるお二人に激励の花束

桜色のロゴマークがお目見え

　
昨
年
11
月
22
日
、
安
芸
区

矢
野
西
で
小
学
１
年
の
女
児

が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま

し
い
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

二
度
と
こ
の
様
な
事
件
が
起

き
な
い
た
め
に
も
、「
犯
罪
の

起
こ
り
に
く
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
お
互
い
に
「
声
を
掛

け
合
う
」
と
い
う
こ
と
が
効

果
的
で
す
。声
か
け
の
効
果
は
、

例
え
ば

●
連
帯
感
・
親
近
感
の
醸
成

●
見
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う

安
心
感

●
犯
罪
者
の
犯
意
の
阻
喪

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
住
ん
で

い
る
み
ん
な
が
安
心
で
き
る

ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　
４
月
か
ら
は
、
新
１
年
生

が
登
下
校
を
始
め
ま
す
。
い

つ
も
さ
れ
て
い
る
散
歩
や
買

い
物
を
、
こ
の
時
間
帯
に
あ

わ
せ
て
し
て
も
ら
い
、
子
ど

も
た
ち
に「
お
は
よ
う
」、「
お

か
え
り
」
な
ど
声
を
か
け
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
の
積
極
的

な
参
加
も
お
願
い
し
ま
す
。

●「
家
の
近
く
だ
か
ら
」、「
こ

の
辺
は
安
全
だ
か
ら
」
と
い

う
油
断
は
禁
物
で
す
。
身
近

な
こ
と
か
ら
気
を
つ
け
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う

●
何
か
あ
っ
た
と
き
の
心
が

け
と
し
て
、子
ど
も
た
ち
に「
い

か
の
お
す
し
」
と
教
え
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

「
い
か
」＝
知
ら
な
い
人
に
つ

　
　
　
　
い
て「
い
か
」な
い

「
の
」＝
知
ら
な
い
人
の
車
に

　
　
　「
の
」ら
な
い

「
お
」＝
何
か
あ
っ
た
ら「
お
」

　
　
　
お
ご
え
を
出
す

「
す
」＝
何
か
あ
っ
た
ら「
す
」

　
　
　
ぐ
逃
げ
る

「
し
」＝
何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ

　
　
　
に「
し
」ら
せ
る

庄
原
警
察
署
　
鈎
０
８
２
４-

７
２-

０
１
１
０

★
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

★
地
域
の
皆
さ
ん
へ

日
ご
ろ
か
ら
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う

市
内
で
発
生
し
た
事
例

現役時代の体験や現在の
思いなどを話された木下さん

　2月25日（土）、ふれあいセンターで、総合型地域スポーツクラブ「庄原さくらスポーツクラ

ブ」の設立記念式典が開催されました。

　このクラブは、スポーツを通じた健康づくり・仲間づくり・地域づくりを目指して結成され

たもので、バドミントンや卓球、エアロビクスなど11種目を設け、市民を対象に参加者を募っ

ています。設立記念式典では、主催者の門田三雄さんからあ

いさつがあった後、桜をイメージしたクラブロゴと、「元気の

貯"筋"しませんか」というキャッチフレーズをあしらったク

ラブ旗を披露。その後は、記念講演として、広島カープの前2

軍監督である木下富雄さんの講演もあり、クラブのスタートを盛大に飾りました。

　クラブに参加してみたいという方は、事務局（電話0824－72－8000）までお気軽にお

問い合わせください。多くのご参加をお待ちしています。
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振
り
込
め
詐
欺
と
は
、「
オ
レ
オ

レ
詐
欺
」・「
架
空
請
求
詐
欺
」・「
融

資
保
証
金
詐
欺
」の
総
称
で
あ
り
、

中
で
も「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」は
、年
々

複
雑
・
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
、電
話
を
利
用
し
て
息

子
や
孫
な
ど
を
装
い
現
金
を
振

り
込
ま
せ
る
方
法
が
典
型
的
で

し
た
が
、最
近
で
は
、交
通
事
故
の

示
談
金
な
ど
を
名
目
に
、警
察
官

や
弁
護
士
、保
険
会
社
関
係
者
な

ど
に
な
り
す
ま
し
現
金
を
振
り

込
ま
せ
た
り
、暴
力
団
を
か
た
っ

て
監
禁
を
装
う
な
ど
、手
口
が
一

段
と
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
学
校
職
員
の
母
親
に
、教
育
委

員
会
を
名
乗
る
人
物
か
ら
、「
お
宅

の
先
生
が
学
校
で
生
徒
に
怪
我

を
さ
せ
、示
談
で
す
ま
せ
た
い
」と

い
う
内
容
の
電
話
が
入
り
、警
察

官
、弁
護
士
、校
長
、本
人
を
名
乗

る
人
物
が
次
々
と
電
話
に
出
て

話
を
し
て
、最
後
に
、「
示
談
金
と

し
て
１
９
５
万
円
を
用
意
し
て
、

指
定
す
る
場
所
に
持
っ
て
き
て

ほ
し
い
。こ
の
こ
と
は
、だ
れ
に
も

言
っ
て
は
い
け
な
い
。一
時
半
ま

で
に
用
意
を
し
て
く
れ
」と
指
示

す
る
内
容
で
し
た
。

　
こ
の
事
例
で
は
、職
員
の
母
親

が
家
を
出
ら
れ
な
い
旨
を
伝
え

た
と
こ
ろ
で
電
話
が
切
れ
た
た
め
、

実
際
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
詐
欺
に
つ
い
て
分
か
っ
て
い

て
も
、身
内
の
交
通
事
故
な
ど
と

い
う
話
を
聞
い
て
し
ま
う
と
、混

乱
し
て
信
じ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
だ
ま
さ
れ
て
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
は
、普
段
か
ら
、家
族
の

行
先
や
連
絡
先
を
把
握
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。ま
た
、電
話

で「
す
ぐ
に
大
金
が
必
要
、人
に
話

し
て
は
い
け
な
い
」と
い
っ
た
話

が
あ
っ
た
場
合
は
、ま
ず
疑
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
電
話
を
一
度
切
っ
て
か
ら
、必

ず
、本
人
や
そ
の
家
族
や
勤
務
先

と
連
絡
を
取
っ
て
、事
実
か
ど
う

か
確
認
し
、一
人
で
判
断
せ
ず
、家

族
や
警
察
に
相
談
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

鈎
０
８
２
４-

７
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原
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費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
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８
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全国大会へ県代表として２選手が出場

スポーツを通じた元気で明るい地域づくりを

庄原さくらスポーツクラブが発足
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庄原
地域

スクープ

　2月19日（日）から群馬県で開催された国民体育大会冬

季大会スキー競技会に、庄原市から坪田泰江さん（東城町）

と髙橋綾菜さん（西城町）が、県代表として出場されました。

　2月13日（月）には壮行式が行われ、市や体育協会など関

係者が出席し、出場する2人を激励。決意表明をした坪田

さんからは、「日々トレーニングを重ねてきました。大会

では、庄原市民の代表として精一杯滑りたい」と力強い言

葉が聞かれました。また髙橋さんは、3月23日（木）から北

海道で開催される全国高等学校選抜スキー大会にも出場

されます。おめでとうございます。

安
心
　
　

安
全
な
毎
日
の
た
め
に

＆

防
犯
編

身
近
に
潜
む「
振
り
込
め
詐
欺
」の
危
険

く ら し と 契 約

出場されるお二人に激励の花束

桜色のロゴマークがお目見え

　
昨
年
11
月
22
日
、
安
芸
区

矢
野
西
で
小
学
１
年
の
女
児

が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま

し
い
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

二
度
と
こ
の
様
な
事
件
が
起

き
な
い
た
め
に
も
、「
犯
罪
の

起
こ
り
に
く
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
お
互
い
に
「
声
を
掛

け
合
う
」
と
い
う
こ
と
が
効

果
的
で
す
。声
か
け
の
効
果
は
、

例
え
ば

●
連
帯
感
・
親
近
感
の
醸
成

●
見
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う

安
心
感

●
犯
罪
者
の
犯
意
の
阻
喪

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
住
ん
で

い
る
み
ん
な
が
安
心
で
き
る

ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　
４
月
か
ら
は
、
新
１
年
生

が
登
下
校
を
始
め
ま
す
。
い

つ
も
さ
れ
て
い
る
散
歩
や
買

い
物
を
、
こ
の
時
間
帯
に
あ

わ
せ
て
し
て
も
ら
い
、
子
ど

も
た
ち
に「
お
は
よ
う
」、「
お

か
え
り
」
な
ど
声
を
か
け
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
の
積
極
的

な
参
加
も
お
願
い
し
ま
す
。

●「
家
の
近
く
だ
か
ら
」、「
こ

の
辺
は
安
全
だ
か
ら
」
と
い

う
油
断
は
禁
物
で
す
。
身
近

な
こ
と
か
ら
気
を
つ
け
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う

●
何
か
あ
っ
た
と
き
の
心
が

け
と
し
て
、子
ど
も
た
ち
に「
い

か
の
お
す
し
」
と
教
え
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

「
い
か
」＝
知
ら
な
い
人
に
つ

　
　
　
　
い
て「
い
か
」な
い

「
の
」＝
知
ら
な
い
人
の
車
に

　
　
　「
の
」ら
な
い

「
お
」＝
何
か
あ
っ
た
ら「
お
」

　
　
　
お
ご
え
を
出
す

「
す
」＝
何
か
あ
っ
た
ら「
す
」

　
　
　
ぐ
逃
げ
る

「
し
」＝
何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ

　
　
　
に「
し
」ら
せ
る

庄
原
警
察
署
　
鈎
０
８
２
４-

７
２-

０
１
１
０

★
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

★
地
域
の
皆
さ
ん
へ

日
ご
ろ
か
ら
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う

市
内
で
発
生
し
た
事
例

現役時代の体験や現在の
思いなどを話された木下さん

　2月25日（土）、ふれあいセンターで、総合型地域スポーツクラブ「庄原さくらスポーツクラ

ブ」の設立記念式典が開催されました。

　このクラブは、スポーツを通じた健康づくり・仲間づくり・地域づくりを目指して結成され

たもので、バドミントンや卓球、エアロビクスなど11種目を設け、市民を対象に参加者を募っ

ています。設立記念式典では、主催者の門田三雄さんからあ

いさつがあった後、桜をイメージしたクラブロゴと、「元気の

貯"筋"しませんか」というキャッチフレーズをあしらったク

ラブ旗を披露。その後は、記念講演として、広島カープの前2

軍監督である木下富雄さんの講演もあり、クラブのスタートを盛大に飾りました。

　クラブに参加してみたいという方は、事務局（電話0824－72－8000）までお気軽にお

問い合わせください。多くのご参加をお待ちしています。
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東城
地域
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西城
地域

子どもたちと地域の安全を守る

明神町「明寿会防犯パトロール隊」

　西城地域明神町の高齢者が組織する「明寿会」は、地域の子ど

もたちを犯罪から守ろうと、昨年7月に「明寿会防犯パトロール隊」

を結成しました。現在も、毎週水曜日の下校時間にあわせて、3人

から5人のグループで子どもたちと通学路を同伴し、やさしく見

守りながら声かけを行っています。

　西城交番からの依頼がきっかけで始まったこの活動では、パ

トロールに併せて、一人暮らしのお年よりの家庭を訪問して「声

かけ運動」も行っています。

　子どもたちからは、「帰りながら、話をするのがとても楽しい」、「安心して下校できる」といった声が聞か

れており、メンバーの代表の方は、「この活動が他の地域にも広がって、子どもたちが安心して歩けるような

まちづくりができれば」と思いを語ってくれました。

昭和30年代の映写機が復活

口和郷土資料館で映画上映会

手づくりの作品で楽しい空間づくり

町の中の小さなギャラリー開催

C
AM
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A REPORT 2005     
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

C
AM

ERAREPORT2005

総領
地域

里山に咲く花飾り

C
AM
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C
AM

ERAREPORT2005

比和
地域

とうろう菓子づくり

C
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C
AM

ERAREPORT2005

高野
地域 第3回大崎上島町産業フェスティバル

姉妹縁組で特産品の交流

第４回比和町雪まつり

雪を楽しむ一日

R e p o r tameraC R e p o r tameraC

　2月7日（火）から16日（木）までの間、下本町のポ

ケットパークで、東城小学校４年生56人による「町

の中の小さなギャラリー」が開催されました。

　地域の建築物を利用したまちづくりの一環と

して開催されたこの取り組みでは、児童が班ご

とにテーマを決め、見る人が楽しくホッとでき

る空間作りのために、作品づくりからレイアウ

トまでみんなで話し合い、工夫しながら仕上げた作品を展示。

　4年生の松井久美子さんは、「宇宙をテーマにした作品を作りました。たくさ

んの人に見てもらってすごくうれしかったです」と話してくれました。

　なお展示された作品は、３学期の間、東城小学校体育館に展示されますので、ぜひご覧ください。

　2月18日（土）、口和郷土資料館で映画上映会

が開催されました。上映会に使用された映写

機は、昭和30年代に口和町永田の映画館「中央

館」で活躍した35ミリ映写機で、2年間かけて

管理人の安部さんの技術により復活しました。

　当時と同じアーク光源を使用した上映は、

現在では全国でも口和郷土資料館でしか見る

ことができません。当日は約100人の来場者が

映像を楽しみ、「なつかしかった」、「また見たい」など感想が聞かれました。

　アーク光源使用のなつかしの映写機は今後も活躍する予定で、開館日には鑑賞することができます。詳し

くは庄原市口和郷土資料館（電話　0824－87－2230）まで。

地域の人に見守られ、安心して下校する児童

プラスチック容器で作ったかわいいひな飾り

姉妹縁組をしている3団体が参加した「すみれ祭り」

みんなで作品を鑑賞

昔懐かしい映写機

映画を楽しむ来場者の皆さん

　2月4日（土）・5日（日）の2日間、庄原市と姉妹縁組を結んでいる大崎上

島町で第3回産業フェスティバル「すみれ祭り」が開催され、高野地域か

らは8人の関係者が参加し、特産品を販売し交流を深めました。

　この交流は、旧高野町と旧木江町の姉妹縁組を引き継いだもので、参

加者からは「毎年楽しみにしているんですよ」と感想が聞かれました。

当日は、りんごのパウンドケーキや源流こしひかり、大根のハリハリ漬けなど、

山の幸を求める多くの人で会場はにぎわいました。

　また、この2日間には、高野地域で第9回広島県雪合戦大会も開催され、大崎上

島町からはバザーが出店。雪合戦に訪れた人は、カキやエビなど新鮮な海の幸

を味わっていました。

熟練の技で次々と作られる
色とりどりのとうろう菓子

ユニークな雪だるまがいっぱい

表彰状を受け取るコンテスト受賞者

　2月26日（日）、休暇村吾妻山で、比和町観光協会が主催する第４回比和町雪ま

つりが開催されました。

　当日の会場には、市内外から参加者約120人が集まり、冬の寒さを吹き飛ばす

ほどの盛り上がり。大会のメインイベントであ

る「雪だるまコンテスト」には、グループや家族

の13チームが参加。つくられた雪だるまは、チームごとに個性あふれるもの、地

域の特色あるものなど力作ぞろいで、審査の結果、最優秀賞には香川県から参

加された家族のチームが選ばれました。

　また当日は、かんじきや竹スキーなどの無料体験、しし汁・ぜんざいの無料配

布もあり、参加者は冬の吾妻山を満喫した一日となりました。

　2月15日(水)、総領高齢者活動センターで、老人クラブ連合会総領支部の有

志の皆さんがとうろう菓子づくりに取り組みました。

　とうろう菓子は、春の訪れの遅い山里の桃の節句の彩りとして、ひな壇に

飾られていたものです。一時期は途絶えていたものを復活させてから、今年

で16年目を迎えました。とうろう菓子は猫柳などの枝に飾りますが、その素朴

な雰囲気を楽しむために買い求めるファンも多く、また、節分草の公開時期

と重なるためお土産としても人気があります。この日は、ラジオ番組への出

演や備北丘陵公園からのイベント出演依頼などもあり、作業場はひときわに

ぎやかな雰囲気でした。
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お 知 ら せ お 知 ら せ

生
活
相
談

[

肢
体]

　
３
月
16
日（
木
）

受
け
付
け
は
13
時
～
14
時

と
こ
ろ
　
備
北
地
域
事
務
所
第

３
庁
舎
２
階

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
生
活
福
祉
係（
鈎
０
８
２
４
―

７
３
―
１
１
６
６
）
へ
相
談
・
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、相

続
登
記
申
請
に
関
す
る
説
明
会

を
実
施
し
ま
す
。登
記
申
請
書
の

作
成
方
法
や
必
要
な
書
類
な
ど

に
つ
い
て
、登
記
官
が
分
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
17
日（
金
）

　
　
　
14
時
～
16
時

と
こ
ろ
　
広
島
法
務
局
庄
原
支
局

定
員
　
20
人

申
し
込
み
　
郵
便
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
電
話
に
よ
り
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
　
３
月
16
日
（
木
）
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

〒
７
２
７
―
０
０
１
２

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
20
―
１

広
島
法
務
局
庄
原
支
局

鈎
０
８
２
４
―
７
２
―
０
３
４
７

FAX
０
８
２
４
―
７
２
―
３
２
５
７

　　
各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き
　
３
月
14
日（
火
）・
28
日（
火
）

　
　
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
高
野
地
域

と
き
　
４
月
10
日
（
月
）
　
　
　

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
高
野
支
所

●
総
領
地
域

と
き
　
３
月
10
日（
金
）

　
　
　
４
月
10
日（
月
）

　
　
　
９
時
～
12
時

と
こ
ろ

　
総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

庄
原
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

鈎
０
８
２
４
―
７
２
―
０
３
１
１

　　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
庄
原
で
は
、東

城
地
域
に
お
い
て
、
仕
事
、
雇
用

保
険
、そ
の
他
の
相
談
を
次
の
日

程
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
　
毎
月
第
２
水
曜
日

10
時
～
12
時
、13
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
東
城
支
所

問
い
合
わ
せ

東
城
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
４
７
７
―
２
―
５
２
１
１

※
東
城
地
域
以
外
の
方
も
相
談

で
き
ま
す
。

※ 

日
時
は
、都
合
に
よ
り
変
更
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
年
金
を
中
心
と
し
た
社
会
保

険
全
般
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き
　
３
月
14
日（
火
）、４
月
11

日（
火
）

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
西
本
町
　
長
岡
本
社

ビ
ル
３
階

●
東
城
地
域

と
き
　
3
月
15
日（
水
）、４
月
19

日（
水
）

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
Ｊ
Ａ
庄
原
東
城
支
店

問
い
合
わ
せ

三
次
社
会
保
険
事
務
所

鈎
０
８
２
４
―
６
２
―
３
１
０
７

　
　

と
き
　
３
月
26
日（
日
）

９
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
　
か
ん
ぽ
の
森（
食
彩
館

し
ょ
う
ば
ら
　
ゆ
め
さ
く
ら
前
）

参
加
費

　
大
人
…
…
…
…
１
、５
０
０
円

　
中
学
生
以
下
…
…
８
０
０
円

※
昼
食
代
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

料
を
含
む

締
め
切
り
　
３
月
22
日（
水
）

そ
の
他
　
作
業
の
で
き
る
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

森
の
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
会
事
務
局

鈎
・
FAX
０
８
２
４
―
７
４
―
１
７
７
２

　　
森
や
川
、田
ん
ぼ
や
草
原
の
生

き
物
を
観
察
し
、五
感
を
使
っ
て

自
然
の
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
せ

ん
か
。

と
き
　
４
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）

と
こ
ろ
　
高
原
の
家
七
塚

対
象
　
小
学
３
年
生
～
６
年
生

と
保
護
者
な
ど
50
人

参
加
費
　
一
人
４
、０
０
０
円

締
め
切
り
　
４
月
25
日（
火
）

申
込
方
法
　
電
話
か
郵
送
、FAX
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
７
―
０
０
２
３

庄
原
市
七
塚
町
５
８
０
　
高
原

の
家
七
塚

鈎
・
FAX
０
８
２
４
―
７
５
―
２
０
３
３

　　
七
塚
原
の
山
野
草
を
観
察
し
、

採
取
し
て
料
理
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
　
４
月
29
日（
土
）　

と
こ
ろ
　
高
原
の
家
七
塚

対
象
　
20
歳
以
上
の
男
女
30
人

参
加
費
　
一
人
３
、０
０
０
円

締
め
切
り
　
４
月
25
日（
火
）

申
込
方
法

電
話
か
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
７
―
０
０
２
３

庄
原
市
七
塚
町
５
８
０
　
高
原

の
家
七
塚

鈎
・
FAX
０
８
２
４
―
７
５
―
２
０
３
３

　と
き
　
３
月
17
日（
金
）

と
こ
ろ
　
口
和
文
化
ホ
ー
ル
　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ

上
映
内
容
　「
い
と
し
の
ヒ
ナ
ゴ
ン
」

時
間
　
１
回
目
　
14
時
～

　
　
　
２
回
目
　
19
時
30
分
～

料
金
　
５
０
０
円（
高
校
生
以
上
）

問
い
合
わ
せ
　
口
和
公
民
館
　

鈎
０
８
２
４
―
８
７
―
２
２
１
３

　と
き
　
３
月
25
日（
土
）

13
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

主
催
　
庄
原
市
文
化
協
会

演
題
　「
頼
山
陽
を
め
ぐ
る
女
性

た
ち
」（
講
師 : 

池
田
明
子
さ
ん
）

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会
事
務
局

鈎
０
８
２
４
―
７
２
―
４
３
４
７

社
会
保
険
一
日
相
談

人
権
相
談（
特
設
）

七
塚
原
自
然
探
検
隊

第
１
回
森
の
手
入
れ
講
座

「
間
伐
を
や
っ
て
み
よ
う
」

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
デ
ー

庄
原
市
合
併
記
念
映
写
会

文
化
講
演
会

山
野
草
料
理
教
室

相
続
登
記
申
請
に
関
す
る

説
明
会

身
体
障
害
者

定
期
相
談（
判
定
）会
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日　　程 場所および時間

庄原

地域

西城

地域

東城

地域

口和

地域

高野

地域

比和

地域

総領

地域

毎月第1～第4火曜日
3月7日・14日・28日
4月4日・11日・18日・25日

毎月第１・第3木曜日
3月16日
4月6日・20日

11時～11時10分
11時25分～11時35分
11時50分～12時

東公民館………
市役所車庫前…
敷信公民館……

9時～9時10分西城支所………

毎月第1・第3木曜日
3月16日
4月6日・20日

9時40分～9時50分
10時20分～10時30分

小奴可研修センター…
東城文化会館…

毎月第4木曜日
3月23日・4月27日

11時40分～11時50分口和支所………

毎月第4木曜日
3月23日・4月27日

13時20分～13時30分高野支所………

毎月第4木曜日
3月23日・4月27日

13時50分～14時比和支所………

毎月第2水曜日
3月8日・4月12日

9時40分～9時50分総領支所………

3月12日（日）
19日（日）
21日（火）
26日（日）

4月2日（日）
9日（日）

毛 利 医 院
備北ななつか病院
児 玉（ 納 ）医 院
林 医 院
庄原赤十字病院
戸 谷 医 院

0824-72-2863
0824-75-2070
0824-72-0147
0824-72-0121
0824-72-3111
0824-72-3131

診療所名

●庄原地域

3・4月の休日診療については、
次のとおりです。   

※庄原赤十字病院については、救急患者に限ります。

電話番号

3月12日（日）
19日（日）
21日（火）
26日（日）

4月2日（日）
9日（日）

瀬 尾 医 院
こぶしの里病院
東 城 病 院
瀬 尾 医 院

08477-2-0023
08477-2-5255
08477-2-2150
08477-2-0023

診療所名

●東城地域

電話番号

休日診療のご案内 犬・猫の
引き取り

3・4月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施

します。なお、手続きには認印が必要ですので、

持参してください。	

募
　
集

献血の
ご案内

3月・4月の献血は、次のとおり実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

■問い合わせ　保健医療課医療係 鈎0824－73－1155

と　き

ところ

九日市
4月9日（日）　10時～

中本町筋・下本町・中央通り
ぜひお越しください。

4月の
庄原地域の市街地で、毎月9日に開催される市です。

鈎0824－75－4411 3月23日（木）
     24日（金）

4月27日（木）
県立広島大学
庄原キャンパス

東城支所

11時30分～15時

10時～11時30分
12時30分～15時

実施日 会　場 受付時間

【3月のイベント情報】

●中国物産展
　期間　3月12日（日）まで

●庄原フォトコンテスト入選作品展示会
　期間　3月12日（日）～31日（金）

●春の寄せ植え講座「春色の花を寄せ植えに」
　とき　3月19日（日）　13時30分～16時
参加費　大人1,000円　定員　20人

●田舎の味作り講座「春の息吹を味わおう」
　とき　3月21日（火）　10時～14時
参加費　大人1,000円　小中学生500円　　定員　20人

●ゆめさくら　春まつり
期間　3月25日（土）～4月9日（日）
※期間中は休まず営業します。

催
　
し

未　定
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「ふれあい市長室」
の日程

■
と
　
き  

３
月
11
日（
土
）・
４
月
８
日（
土
）

　
　
　
　
９
時
～
12
時

■
と
こ
ろ  

３
月:

比
和
支
所

　
　
　
　  

４
月:

総
領
支
所

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車

な
ど
の
廃
車
、名
義
変
更
は

お
済
み
で
す
か
？

第
３
回

元
気
な
地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

～
ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
・

文
化
を
考
え
る
～

比
和
い
ざ
な
み
工
房

閉
店
大
処
分
市

生
涯
学
習

春
一
番
ま
な
び
塾

子
ど
も
服
の

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

税
　
務

　
子
ど
も
服
や
マ
タ
ニ
テ
ィ
服

の
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
を
、ひ
だ
ま

り
広
場
で
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
15
日（
水
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
ひ
だ
ま
り
広
場（
備
後

庄
原
駅
舎
内
）

※
服
を
持
ち
帰
る
袋
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
子
ど
も
服
リ
サ

イ
ク
ル
広
場
実
行
委
員
会

西
村
さ
ん

鈎
０
８
２
４
―
７
２
―
３
２
４
４

　①
西
城
温
水
プ
ー
ル「
第
一
回
水

夢
カ
ー
ニ
バ
ル
」

　
水
中
体
操
や
水
中
シ
ョ
ー
な
ど
、

水
を
楽
し
む
企
画
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

と
き
　
３
月
27
日（
月
）

13
時
30
分
～
　
水
中
シ
ョ
ー

18
時
～
　
講
演
会

と
こ
ろ
　
西
城
温
水
プ
ー
ル「
水

夢
」他

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
文

化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
８
９

②
学
ぶ
・
歩
く
「
帝
釈
峡
の
遺
跡

と
自
然
」

　
時
悠
館
で
帝
釈
峡
遺
跡
群
を

学
ん
だ
あ
と
、国
の
天
然
記
念
物

「
雄
橋
」
ま
で
楽
し
く
歩
き
ま
し

ょ
う
。

と
き
　
３
月
18
日（
土
）

11
時
～
16
時

と
こ
ろ
　
時
悠
館

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
８
９

　　　
地
元
の
粘
土
を
使
っ
て
帝
釈

縄
文
人
の
土
器
づ
く
り
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
３
月
25
日（
土
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

26
日（
日
）　
10
時
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
時
悠
館

参
加
費
　
無
料

募
集
人
数
　
20
名
程
度（
小
学
生

以
上
）

締
め
切
り
　
３
月
23
日（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

時
悠
館

鈎
０
８
４
７
７
―
６
―
０
１
６
１

　　
比
和
い
ざ
な
み
工
房
は
、平
成
18

年
４
月
か
ら
休
業
と
な
り
ま
す
。長

年
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、大
バ
ー
ゲ

ン
セ
ー
ル
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
20
日
（
月
）
～
３
月

26
日（
日
）　
９
時
～
16
時

と
こ
ろ
　
い
ざ
な
み
工
房（
比
和

町
森
脇
）

問
い
合
わ
せ
　
比
和
支
所
地
域

振
興
課

鈎
０
８
２
４
―
８
５
―
３
０
０
０

　　
幼
児
か
ら
一
般
ま
で
参
加
で

き
る
水
泳
大
会
。水
の
中
で
体
を

動
か
す
「
ア
ク
ア
カ
ー
ニ
バ
ル
」

も
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
19
日（
日
）   

９
時
～

と
こ
ろ
　
西
城
温
水
プ
ー
ル「
水
夢
」

問
い
合
わ
せ
　
西
城
温
水
プ
ー

ル「
水
夢
」

鈎
０
８
２
４
―
８
２
―
２
４
４
６

消防出初式
雪害対策により延期となっていた
出初式を、次のとおり実施します。

平成18年

とき　4月2日（日）　9時30分～
ところ　上野総合公園
　　　　※雨天の場合は総合体育館

問い合わせ　総務課行政係
鈎0824-73-1123

�
公
務
�
�
�
実
施
�
�
�
�
場
合
�
�
�
�
�
�

�
道
路
�
改
良
�
維
持
�
修
繕
�
�
�
要
望
�陳
情
�
�事
業
担
当
課
�

�
�
願
�
�
�
�
�

�
問
�
合
�
�
�
情
報
推
進
課
広
報
統
計
係

　
鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
９

上
野
公
園
桜
ま
つ
り

夜
桜
を
楽
し
も
う

　
庄
原
観
光
協
会
で
は
、ボ
ン
ボ
リ
の
点
灯
に
よ
り
、「
桜
百

選
の
地
」で
あ
る
上
野
公
園
の
夜
桜
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た

め
、「
上
野
公
園
桜
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。期
間
中
は
交
通

規
制
が
あ
り
ま
す
の
で
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間
　
４
月
１
日（
土
）～
30
日（
日
）

■
と
こ
ろ
　
上
野
公
園
内

■
ボ
ン
ボ
リ
点
灯
時
間
　
18
時
～
22
時

■
問
い
合
わ
せ
　
庄
原
観
光
協
会

　
鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
０
６
０
２
　

第
３
回
時
悠
館
体
験
講
座

「
体
験

縄
文
土
器
を
つ
く
ろ
う
」

第
６
回
西
城
温
水
プ
ー
ル

水
夢
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

水
泳
大
会

と
き
　
３
月
23
日（
木
）

15
時
～

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

内
容

「
備
北
英
学
の
系
譜
を
た
ど
る
」

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
し
ょ
う
ば
ら
産

学
官
連
携
推
進
機
構（
担
当 : 

加

藤
）

鈎
　
０
８
２
４
―
７
３
―
０
２
２
０

FAX
　
０
８
２
４
―
７
２
―
０
０
７
５

E

―m
ail

　salon.shobara@
poem

.ocn.ne.jp

　　
軽
自
動
車
税
は
、毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。軽
自
動
車
な
ど
を
売

っ
た
り
譲
っ
た
り
す
る
場
合
に
は
、

必
ず
所
定
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

転
出
や
転
居
な
ど
で
住
所
が
変

わ
っ
た
人
は
、住
所
ま
た
は
所
在

地
の
変
更
届
け
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

○
原
動
機
付
自
転
車（
125
cc
ま
で
）・

小
型
特
殊
自
動
車

税
務
課
資
産
税
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
４
４

西
城
支
所
市
民
課

鈎
０
８
２
４
―
８
２
―
２
１
２
４

東
城
支
所
市
民
課

鈎
０
８
４
７
７
―
２
―
５
１
２
１

口
和
支
所
市
民
課

鈎
０
８
２
４
―
８
７
―
２
１
１
２

高
野
支
所
市
民
課

鈎
０
８
２
４
―
８
７
―
２
１
１
２

比
和
支
所
市
民
課

鈎
０
８
２
４
―
８
５
―
３
０
０
１

総
領
支
所
市
民
課

鈎
０
８
２
４
―
８
８
―
３
０
６
３

○
軽
自
動
車（
四
輪
・
三
輪
）

　
軽
自
動
車
検
査
協
会
広
島
主

管
事
務
所

鈎
０
８
２
―
５
０
３
―
８
４
７
５

○
軽
二
輪
車（
125
cc
を
超
え
250
cc

ま
で
）

広
島
県
軽
自
動
車
協
会

鈎
０
８
２
―
２
９
５
―
２
２
４
４

○
二
輪
小
型
自
動
車（
250
cc
を
超

え
る
も
の
）　

中
国
運
輸
局
広
島
運
輸
支
局

鈎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
６
８

　
平
成
18
年
度
の
固
定
資
産
縦

覧
帳
簿（
土
地
・
家
屋
）の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

　
縦
覧
帳
簿（
土
地
又
は
家
屋
が

筆
又
は
棟
ご
と
に
表
示
さ
れ
た

も
の
）
で
は
、
自
分
の
所
有
す
る

固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
）と
周
辺

の
固
定
資
産
を
比
較
す
る
こ
と

に
よ
り
、自
分
の
固
定
資
産
評
価 

額
が
適
正
か
ど
う
か
判
断
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。縦
覧

期
間
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

縦
覧
期
間
　
４
月
３
日(

月)

～
５

月
31
日(

水)

　(

土
・
日
曜
日
、祝
日

を
除
く)

８
時
30
分
～
17
時
15
分

縦
覧
場
所
　
本
庁
税
務
課
ま
た

は
各
支
所
市
民
課
　

縦
覧
で
き
る
人

①
固
定
資
産
税(

土
地･

家
屋)

の
納

税
者
本
人
ま
た
は
そ
の
同
居
の

家
族

②
納
税
者
の
同
意
書
ま
た
は
委

任
状
を
持
参
す
る
人

③
納
税
管
理
人

④
法
人
の
場
合
は
、代
表
者
ま
た

は
そ
の
委
任
を
受
け
た
人

⑤
法
定
代
理
人

※
な
お
、固
定
資
産
課
税
台
帳
の

閲
覧
は
い
つ
で
も
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す（
上
記
の
縦
覧
期
間
中

の
閲
覧
は
無
料
）。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
４
４

西
城
支
所
市
民
課

鈎
０
８
２
４
―
８
２
―
２
１
２
４

東
城
支
所
市
民
課

鈎
０
８
４
７
７
―
２
―
５
１
２
１

口
和
支
所
市
民
課

鈎
０
８
２
４
―
８
７
―
２
１
１
２

高
野
支
所
市
民
課

鈎
０
８
２
４
―
８
６
―
２
１
１
５

比
和
支
所
市
民
課

鈎
０
８
２
４
―
８
５
―
３
０
０
１

総
領
支
所
市
民
課

鈎
０
８
２
４
―
８
８
―
３
０
６
３

庄原市民
プール

車両通行禁止区域
（AM10:00～PM10:00）

県営
住宅

●市役所

至三次

上野公園

庄原IC
R183
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[住民基本台帳登録人口]
○人　口　43,739人
　　男　　20,738人
　　女　　23,001人
○世帯数　16,247世帯

[外国人登録人口]
○人　口　309人

人の動き（1月末日現在）

納付は

手続きは各金融機関の
窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。

便利な口座振替で便利な口座振替で
下水道使用料水道料金市税

◎税務課収納係
◎下水道課管理係
◎水道課業務係

0824-73-1145
0824-73-1175
0824-73-1197
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■印刷／平和印刷㈱

市
街
地
循
環
バ
ス
の

ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
改
正
に

つ
い
て

●秋芳流ちぎり絵展
　9日（日）～12日（水）
　10時～17時　※入場無料
●問い合わせ

　庄原市文化協会事務局　℡0824-72-4347(白川)

　教育委員会生涯学習課　℡0824-73-1188

　商工観光課商工振興係　℡0824-73-1179

　※展示を希望される団体（または個人）はお申し込み

　　ください。使用料はいりません。

情報 Ｂ Ｏ Ｘ
市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市民ギャラリーです。

市民ギャラリー「アート多愛夢」

4月の
展示案内

そ
の
他

【
新
緑
の
中
を

　
　 

楽
し
く
走
ろ
う
】

備北丘陵公園

備北公園管理センター

鈎0824-72-7000

　
条
例
改
正
に
よ
り
、平
成
18
年

４
月
１
日
か
ら
は
、年
齢
12
歳
以

上
の
方
が
市
内（
旧
庄
原
市
以
外
）

の
温
泉
施
設
を
利
用
さ
れ
る
際
、

新
た
に
入
湯
税
が
必
要
と
な
り

ま
す
。入
湯
税
は
、一
人
に
つ
き

●
宿
泊
の
場
合
（
１
泊
２
日
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
０
円

●
日
帰
り
の
場
合

　
　
５
０
円

を
、入
浴
料
金
と
と
も
に
お
支
払

い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
旧
庄
原
市
内
の
施
設
は
、

従
来
か
ら
入
湯
税
が
課
税
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
４
４

　　　
広
報
し
ょ
う
ば
ら
２
月
号
の

ひ
ま
わ
り
バ
ス（
市
街
地
循
環
バ

ス
）の
記
事
の
中
で
、ル
ー
ト
・
ダ

イ
ヤ
改
正
に
つ
い
て
３
月
号
で

紹
介
す
る
と
掲
載
し
て
お
り
ま

し
た
が
、改
正
時
期
が
遅
れ
た
た

め
、来
月
号
以
降
で
の
掲
載
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
５
４

　　
昨
年
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、

市
内
19
個
所
で
市
政
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
各
会
場
で
は
、

地
元
か
ら
多
く
の
ご
参
加
が
あ
り
、

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
提

言
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、懇
談
会
で
の
質
疑
応

答
の
概
要
を
と
り
ま
と
め
た
冊

子
を
作
成
し
ま
し
た
。こ
の
冊
子

は
、本
庁
お
よ
び
各
支
所
に
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、ご
覧
に
な
り
た
い

場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、各
公
民
館
に
も
備
え
付

け
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
課
広
報
統
計
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
５
９

　　　
広
島
法
務
局
東
城
出
張
所
の

統
合
後
か
ら
、定
期
的
に
開
催
し

て
き
た「
登
記
相
談
所
」、東
城
郵

便
局
で
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
利
用
し
た

登
記
簿
謄
本
・
抄
本
の
郵
送
請
求

サ
ー
ビ
ス
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
は
、登
記
関
係
の
相
談
は

人
権
相
談
所
な
ど
の
窓
口
、ま
た

は
最
寄
り
の
法
務
局
な
ど
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
登
記
簿

謄
本
・
抄
本
（
登
記
事
項
証
明
書

な
ど
）
の
請
求
は
、
郵
便
局
に
備

え
付
け
て
あ
る
請
求
書
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

広
島
法
務
局
民
事
行
政
調
査
官
室

鈎
０
８
２
―
２
２
８
―
３
４
１
７

　 登
記
相
談
所
・
騰
抄
本
の

Ｆ
Ａ
Ｘ
郵
送
請
求

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
の
廃
止

市
政
懇
談
会
の
ま
と
め

　
新
緑
の
公
園
を
代
表
す
る
イ

ベ
ン
ト「
国
営
備
北
丘
陵
公
園
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」が
、今
年
も
５
月

に
開
催
さ
れ
ま
す
。こ
の
時
期
の

公
園
は
、芝
生
広
場
や
つ
ど
い
の

里
を
は
じ
め
、眩
し
い
日
差
し
と

鮮
や
か
な
緑
が
い
っ
ぱ
い
で
、毎

年
多
く
の
参
加
者
が
訪
れ
、ラ
ン

ニ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
わ
や
か
な
風
の
中
を
、自
分

の
ペ
ー
ス
で
楽
し
く
走
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

と
き
　
５
月
14
日（
日
）

※
雨
天
決
行

　
受
付:

８
時
30
分
～

　
開
会
式:

９
時
30
分
～

と
こ
ろ

　
備
北
丘
陵
公
園
つ
ど
い
の
里

競
技
種
目

●
20
㎞
コ
ー
ス

　
ス
タ
ー
ト
時
刻:

11
時
～

●
10
㎞
コ
ー
ス

　
ス
タ
ー
ト
時
刻:

10
時
50
分
～

●
５
㎞
コ
ー
ス

　
ス
タ
ー
ト
時
刻:

10
時
20
分
～

●
２
㎞
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　

　
ス
タ
ー
ト
時
刻:

10
時
～

参
加
資
格
　

●
20
㎞
コ
ー
ス
、10
㎞
コ
ー
ス
に

　
は
時
間
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
小
・
中
・
高
生
は
保
護
者
の
同

　
意
が
必
要
で
す
。

参
加
料
　
一
般
…
３
、０
０
０
円

　
高
校
生
以
下
…
１
、５
０
０
円

　
小
・
中
学
生
…
…
…
８
０
０
円

※
参
加
料
に
は
入
園
料
も
含
ま

　
れ
ま
す
。

参
加
申
込
　

●
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
上
、参
加
料
を
沿
え
て
お

近
く
の
郵
便
局
で
お
申
込
く
だ
さ

い
。な
お
、大
会
当
日
の
参
加
申
し

込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

締
め
切
り
　
４
月
10
日（
月
）　

※
郵
送
の
場
合
は
10
日
の
消
印

ま
で
有
効

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
７
―
０
０
２
２

庄
原
市
上
原
町
１
３
０
０

備
北
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
内

第
５
回
国
営
備
北
丘
陵
公
園
マ
ラ

ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

鈎
０
８
２
４
―
７
２
―
７
０
０
０

【
花
と
イ
ベ
ン
ト
い
っ
ぱ
い
の｢

春
ま
つ
り
」】

　
３
月
に
入
り
暖
か
い
日
も
少
し

ず
つ
増
え
、春
の
足
音
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。今
年
も
、４
月
上
旬

か
ら
、春
を
告
げ
る
代
表
的
な
イ

ベ
ン
ト「
春
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ

ま
す
。現
在
は
、開
催
に
向
け
て
花

の
広
場
や
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
が
着
々

と
進
ん
で
い
ま
す
。春
の
花
と
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
い
っ
ぱ
い
の「
春

ま
つ
り
」に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
内
容
は
、４
月
号
で
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

■
開
催
期
間

４
月
８
日（
土
）～
５
月
７
日（
日
）

期
間
中
は
毎
日
開
園

■
無
料
入
園
日

４
月
23
日（
日
）・
29
日（
土
）、５
月

５
日（
金
）

※
５
月
５
日
は
子
ど
も
の
み
無
料
。

か

みんなで楽しく走ろう!

マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
を
募
集

花の広場には、チューリップをはじめ
春の花がいっぱい

温
泉
施
設
に
入
浴
の

際
に
は
入
湯
税
が

必
要
と
な
り
ま
す



チームイルカ（庄原市）

比和少年野球（庄原市）

ミスターＸ２（庄原市）

あさひスポーツクラブ（浜田市）

美異茄子（庄原市）

オリッ娘１号（広島市）

広島レッズ（広島市）

ＧＯ☆ＧＯ☆ＧＩＲＬ（広島市）

よっちゃん１号（庄原市）

赤い彗星（庄原市）

ベースボールアワー（庄原市）

島根木もれ陽Boys（浜田市）

優　勝

準優勝

第３位

一般の部 レディースの部 ジュニアの部

■大会結果

広報

“げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化都市
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白銀の世界が熱く盛り上がった2日間

　
２
月
４
日（
土
）・
５
日（
日
）の
２
日
間
、

第
９
回
広
島
県
雪
合
戦
大
会
が
高
野
ス
ポ

ー
ツ
広
場
で
開
催
さ
れ
、雪
合
戦
を
は
じ
め

イ
ベ
ン
ト
や
バ
ザ
ー
な
ど
大
勢
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、県
内
外
か
ら
97
チ
ー
ム
の
エ

ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、白
銀
の
中
で
熱
戦
を
展

開
。結
果
は
、一
般
の
部
で「
よ
っ
ち
ゃ
ん
１

号
」、レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
で「
美
異
茄
子
」が

２
連
覇
を
果
た
し
、国
際
大
会
へ
出
場
し
ま

し
た
。

　
今
大
会
は
、昨
年
末
の
記
録
的
な
豪
雪
に

よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、２
０
０

人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
や
２

０
０
社
を
超
え
る
協
賛
企
業
の
支
援
に
よ

り
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
な
お
来
年
は
、「
第
６
回
全
国
小
学
生
雪

合
戦
大
会
」を
庄
原
市
高
野
町
で
開
催
す
る

こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、「
雪
合
戦
の
ま
ち
」

と
し
て
全
国
へ
広
く
発
信
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

第9回広島県雪合戦大会

一般の部優勝の「よっちゃん1号」

セットポイント同数によるビクトリースロー 多くのギャラリーが集まった一般の部決勝戦

レディースの部優勝の「美異茄子」

コスチューム賞の「オメックス」

小さい春
　　み～つけた
(総領地域の自生地に咲く節分草)

2
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8
9
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14
20

■広島県大型観光キャンペーン実施中・・・・・・・・・・・

■楽笑座　一周年記念イベント開催・・・・・・・・・・・・・

■安心・安全な毎日のために・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■市民の皆さんが満足できる行政経営に向けて・・・

■県から市へ業務が移譲されます・・・・・・・・・・・・・・・

■2006年も庄原市カープ応援隊を継続・・・・・・・・・・・

■転入・転出に伴う届出をお忘れなく・・・・・・・・・・・・

■ぐるり庄原カメラレポート・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■第9回広島県雪合戦大会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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